








  第 1 回 2014 年 4 月 23 日(水) 
      ・今年度の事業計画案について 
      ・大学高度化推進経費の応募について 
      ・環境科学部環境アドバイザー登録制度について 
      ・小浜温泉プロジェクトについて 
      ・雲仙 E キャンレッジ交流センターの管理運営について 
      ・その他 
  第 2 回 2014 年 6 月 25 日(水) 
      ・公開講座「島原半島ジオカフェ 2014」の実施について 
      ・環境科学部環境アドバイザー登録制度について 
      ・その他 
  第 3 回 2014 年 8 月 1 日(金) 
      ・「教育改革支援プログラム」の実施について 
      ・公開講座「島原半島ジオカフェ 2014」の実施について 
      ・その他 
  第 4 回 2014 年 10 月 1 日(水) 
      ・今年度後期事業計画案について 
      ・公開講座「島原半島ジオカフェ 2014」の実施について 
      ・その他 
  第 5 回 2014 年 12 月 3 日(水) 
      ・今年度後期事業について 
      ・その他 
  第 6 回 2015 年 2 月 26 日(木) 
      ・大学高度化推進経費の報告書について 
      ・次年度の事業計画案について 










２ 環境教育研究マネジメントセンターに関する規約                     
  
○長崎大学環境科学部環境教育研究マネジメントセンター内規 
平成 23 年 3 月 18 日 
学部教授会決定 
(設置) 
第 1 条 長崎大学環境科学部(以下｢本学部｣という。)に、長崎大学環境科学部環境教育研究マネ
ジメントセンター(以下｢センター｣という。)を置く。 
(目的) 
第 2 条 センターは、地域の行政、研究機関、教育機関、市民団体等と連携した環境教育研究に
関するマネジメント活動を活性化することを目的とする。 
(業務) 
第 3 条 センターは、前条の目的を達成するために、次に掲げる活動・業務を行う。 
 (1) 環境に関する共同研究の実施に関すること 
 (2) 市民を対象とした環境教育の実施に関すること 
 (3) 環境マネジメントシステムの構築運営に関すること 
 (4) その他センターの目的を達成するために必要な業務 
(職員) 





第 5 条 センター長は、本学部の教授をもって充てる。 
2 センター長は、学部長が選考し、命ずる。 
3 センター長の任期は、2 年とする。ただし、再任を妨げない。 
4 センター長は、センターの業務を掌理する。 
5  第 3 項の規定にかかわらず、センター長の任期は、当該センター長を選考した学部長の任期
の終期を超えることはできないものとする。 
(職員の任命) 
第 6 条 第 4 条第 2 号から第 4 号の職員は、センター長の推薦に基づき、学部長が命ずる。 
(組織) 
第 7 条 センターには、必要に応じ活動に関する部門を置くことができる。 
(運営委員会) 
第 8 条 センターに、センターの運営に係る具体的事項を審議するため、長崎大学環境科学部環
境教育研究マネジメントセンター運営委員会(以下｢運営委員会｣という。)を置く。 
(運営委員会の組織) 






2 前項第 5 号の委員の任期は、2 年とする。ただし、再任を妨げない。 
3 前項第 5 号の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
(委員長) 







第 11 条 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、議事を開くことができない。 
(意見の聴取) 
第 12 条 委員長が必要と認めたときは、委員会に委員以外の者を出席させ、意見を聴取するこ
とができる。 
(事務) 
第 13 条 センターの事務及び運営委員会の事務は、文教地区事務部総務課において処理する。 
(補則) 
第 14 条 この内規に定めるもののほか、センターに関し必要な事項は、別に定めることができる。 




   附 則 
この内規は、平成２３年４月１日から施行する。 
  附  則 
この内規は、平成２４年１月１８日から施行し、平成２４年４月１日から運用する。 
   附 則 
















































































   附 則 
 この内規は、平成２３年４月１日から施行する。 


















































































平成１９年４月２７日             甲 長崎大学環境科学部長  
乙 長崎県環境部長 
丙  雲仙市長 
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○長崎大学環境科学部・長崎県環境部・雲仙市の連携による雲仙Ｅキャンレッジ推進協議会規約 
 
(設置) 
第１条 長崎大学環境科学部と長崎県環境部及び雲仙市は、雲仙市域における「市民と一体となっ
た環境教育研究」及び「環境の特性に適合した持続可能な地域づくりの実践」を推進する
ため雲仙Ｅキャンレッジ推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 
(任務) 
第２条 協議会は、次に掲げる事項を協議する。 
環境の特性に適合した適正な技術の活用と持続可能な生活空間（村）づくりに関すること。 
(組織) 
第３条 協議会は、長崎大学環境科学部と長崎県環境部及び雲仙市の委員をもって組織する。 
２ 長崎大学環境科学部の委員は、学部長及び学部長の指名する教授とする。 
３ 長崎県環境部の委員は、環境部長及び環境部未来環境推進課長とする。 
４ 雲仙市の委員は、市長、副市長及び関係部長とする。 
(代表)  
第４条 協議会の代表は、長崎大学環境科学部長をもって充てる。 
(協議会の招集) 
第５条 代表は、協議会を招集し、議長となる。 
(委員以外の者の出席) 
第６条 協議会が必要と認めたときは、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。 
(専門部会) 
第７条 協議会に必要に応じて専門部会を置く。 
２ 専門部会は、協議会から依頼された事項について調査・研究を行う。 
３ 専門部会に、部会長及び専門部委員を置く。 
４ 部会長は、委員の内から、専門部員は、委員又は調査及び研究事項に関し識見を有する者の内
から、代表が委嘱する。 
(幹事及び事務局) 
第８条 協議会の事務を処理するため幹事及び事務局を置く。 
２ 幹事は、長崎大学環境科学部長の指名する教授をもって充てる。 
３ 事務局は、長崎大学環境科学部に置く。 
(補則) 
第９条 この規約に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が別に定める。 
附 則 
この規約は、平成１９年４月２７日から施行する。 
この規約は、平成２０年７月２９日から施行する。 
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